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アー)L, ･ ブリ エ ツト
･ I) ヤ ポネ展というもの ガ､ パリ で開催され

て いる . そ の事業目白9rま

｢ こ の展覧会を通じて精神科病院や知的障害者施設等を利用する障

害者の制作する作E,
O

D が
､ 美術的な価値を認め 5 れること【こよる､ 芸

術を通じた障害者の = ツ/てワ メ ッ トを目指してい ますo

また､ こ の展覧会を多 < の方にご理解いただ< ことlこより｢障害｣

という言葉その もの ガ､ 社会に肯定的な意味として認知され､ 障害

者ガ地域で自立した生5古か出来る社会の実現E=

大き< 寄与することも目的としています｡ ｣

そこI= 出品して いる岩手県花巻市の ｢ るんびにい美術館｣ アートデイL / クタ - 板垣崇志さんを

あ招きして ､
そ の5吉動 のあゆみと作品の紹介をしていただきますo 板垣さんはボーダL , ス 7 ? - ト

との 出逢いを次のようrこ書吾りますo

｢ 美Ea: 私たちの 頭脳ガ生ゐ出すの ではな< ､ 私たちの命そ のも のガ生み 出すもの で すo 赴か見た

もの は ､ 命の 美しさと力強さそのもの でしたo そして そ の美しさと力強さを通して ､ 私自身の命

か揺さぶられたの ですo｣

野趣Cr) 草地l) ｢ .JY も l) J

破 研 三 tt し ( 萌 さ宅拝 し q) 三 宅)

1 9 7 0 年､ 城みさをが 5 7 歳の時D あるき っ かlナで手織りを始め て間もな

い頃o 自分 の織 っ た布lこタテ糸ガ 1 不抜Ij- て いたo 織物の常識(= 照らせば傷物o

L , かし､ 何か趣きがある､ 自分として は気lこ入 っ て い る. こ れを傷とみ るか模

様とみ るか､ 見方次第で物の評価は 1 8 0 虚空わる o よし､ 一度常識から離れ

て 自分の好きなようにや っ て みよう､ どんどんキズを作 っ てやうう
L ･ ･

すべ て はその発想の 転換から始まりました. 単なる手織リガアートに昇華した

瞬間で したD

｢ さをり｣ とは自分の感じるままlこ､ 好きl= 好きr= 織る手織りですo 織リEこ自己を表現するというアートとしての手織

りで す. アートで ある以上､ 見本もなければ､ ≡ スや失敗というもの もな< 制約もありませんo 何を何色で どんな風に織

るか､ すべ て織り手本人(= 重犯 5 れ て いるの ですo

しかし､ 自由 である - 簡単というわけではありませt[J o 我々 はEj 頃か5 常識や既成概念とい う枠の 中で生5看して います o

知 らず知らずの うちr= それらの影響を受Ij- て ､ 何か†こ捉われて いることガ多いもの ですo その中 で ｢ 自分｣ をありのまま

に表現することはある意味で難しいとさえいえるの で す.

当日は織り機を前にして､ 初め ての さをり織り公開講習会 ･ Ej か 5 う うこの公開講習会を開きます.

講浦 板垣素志: 呑んぴ(亡い美術 脚 小ぎルウクー

措手県花曹刑 場研三 : 壱をりの森代表(大阪刷 暴利

f
t3 を り作品出展団体 = アートさをり = 福島而南沢又前EE] こ こ うさをり

･

, 石 巻市吉野町

荏き喫莱さをり : 宮城県黒川郡大和町 さをり本訴ねこや : 仙台而宮城野区新EB

ボ ー ダレスア ー ト作品出展回体 = るんびにい美術舘 = 岩手県花巻市 さ< らんほ共生魔 : 山形県寒河5= 而




